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東日本大震災における
地質土壌協会の現地視察報告

山形県地質土壌調査業協会

技術委員 中臺直之
(株式会社 新東京ジオ・システム)

被災地の現地視察調査の概要

平成23年6月10日～11日(8名・乗用車2台)
被災状況① 河川堤防

被災状況② 道路や橋梁

被災状況③ 津波

被災状況④ 宅盤地すべり

上記4点の被災形態と応急復旧状況、そこから想定

される山形県における被災形態について検討する
ことを目的とした。
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東北地方太平洋沖地震
(23.3.11 PM2：46発生)

地震発生のメカニズム
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被災地の現地視察調査
(2011/6/10～6/11)

視察箇所

・大崎市内での堤防被害と復旧状況

・石巻市～女川町内での津波被害

(釜谷、魚町、北上川河口、雄勝、女川)
・多賀城市内の津波被害

・松島宿泊

・仙台空港周辺の津波被害

・仙台市内の宅盤地すべり

(緑が丘、青山、折立、

西花苑地区)

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ
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河川堤防被害(大崎市内)

調査時点では応急復旧工事が概ね完了しており、
被害状況の詳細は見ることが出来なかった

→被害状況は東北地方整備局のＨＰを参考とした

地震動による液状化の発生とそれに伴うすべり破
壊、提体の圧縮沈下変形などに起因

応急対策は提体の切り返しと大型連結ブロックによ
る法面保護が主体

→他の場所では鋼矢板締切り、地盤改良なども

大崎市古川 江合橋付近

30㎝以上の沈下

江合橋左岸歩道の変状

噴砂痕(提体盛土の液状化)土留め擁壁の沈下を伴う水平変位 堤防道路上に発生した亀裂

①

② ③

④

⑤

Google Earth

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図
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本視察箇所の淵尻上流地区(江合川左岸27.4k+60m～27.8k)
は、基礎地盤の液状化と閉封飽和域の液状化の複合パターン
である。

堤防変形略図(江合川左岸27.4k+60m～27.8k)
「北上川等堤防復旧技術委員会」資料より

大崎市古川 江合川(25㎞920m)～東江合橋

復旧状況(大型連結ブロックで復旧)

近接する神社の倒壊した社殿橋台背面の歩道部盛土の沈下(10～20㎝)はあるが路面及び構造物に変状無

①

②③④

Google Earth

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図
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三陸道河北IC付近

ゴム支承の変形

盛土の沈下変位

EPS盛土部の沈下と変位

②

①

③

橋梁部 EPS部 BOX-C部

Google Earth

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図

④

津波被害(北上川流域)

北上川河道に沿って津波が遡上

→約14キロ地点まで

堤防の沈下や亀裂の発生

遡上した津波によって堤防が破堤し浸水

→釜谷地区堤防

新北上大橋の落橋

大川小学校付近の復旧状況
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石巻市針岡地区の破堤・浸水状況

東北地整北上川等堤防復旧技術検討会資料より

①

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図

①
日本地理学会災害対策本部 津波被災マップより

釜谷堤防の浸水～
新北上大橋～大川小学校

流出区間 流された上部工

①
津波の衝撃により左岸側の2スパンが流出

流出した上部工は上流へ約100ｍ以上流される

③

②

大川小学校復旧状況

釜谷地区 住宅被災状況
Google Earth

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図

日本地理学会災害対策本部 津波被災マップより
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町全体が津波
により破壊され、
鉄筋コンクリー
ト造の建物以外
はほとんどが流
出している

町全体が津波により破壊され、
鉄筋コンクリート造の建物が横
倒しとなっている

女川町内の津波被害

女川漁港の地盤沈下

女川漁港の液状化被害

④

③

②

Google Earth

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図

①

石巻市内の津波被害

市内渡波町内の流出家屋

流された油タンク

家屋の完全な流出は比較的少なく、主
に浸水により押し流されたものによる被
害が多い

がれきなどの撤去はあまり進んでいない

山積みにされた被災車両 山積みにされた撤去がれき

③

②

①

Google Earth

視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

写真撮影位置図
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仙台市内の宅盤地すべり

宅盤内の谷埋め盛土や腹付け盛土部に被害が集
中している

切盛り境を挟んで被害程度に著しい差異がある

変位量は全体に大きく、活動域内の家屋被害が著
しい

宮城沖地震(1978)で被害を受けた箇所が再活動し
たところもある →緑が丘三丁目など

緑が丘3丁目地区

宮城沖地震で地すべりがあり、鋼管杭工(5列)と地
下水排除工(集水井工2基)で対策済み

宅盤全体の深いすべりは抑止できたが、浅いすべり
には効果が限定的である

緑が丘・青山地区

Google Earth視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ
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斜面災害研究センター
「仙台市内における宅地谷埋め盛土の地すべり」より

約10°傾倒

鋼管杭工

集水井工

①

①

②

写真撮影位置図

青山2丁目

谷埋め宅盤全体が著しく変位

地下水が非常に豊富で湧水多い

地すべり側部で移動土塊の絞り出しが見られる

緑が丘・青山地区

Google Earth視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ
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地すべり末端部

湧水と土塊の絞り出し

(社)日本地すべり学会東北支部チーム
「仙台市内の宅地域での斜面災害状況」より

①

② ③

写真撮影位置図

仙台市HPより
(仙台市宅地保全審議会 第6回 資料)

活動範囲が広く、被害も最大規模

建物に加え宅盤が変形

折立5丁目

地すべり末端部

折立・西花苑地区

Google Earth視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ
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末端部の変形が著しい家屋

末端部の押出し変形を受けた道路

中央部の家屋と道路の変形

ブロック中央部の家屋被害

ブロック末端部の宅盤被害

①

②

③

④

⑤

写真撮影位置図

仙台市HPより
(仙台市宅地保全審議会 第6回 資料)

ブロック頭部の道路の変状(陥没)

頭部滑落崖(拡大傾向を示す)

①

②

仙台市HPより
(仙台市宅地保全審議会 第6回 資料)

写真撮影位置図
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西花苑1丁目

腹付け気味の盛土で地すべりが発生

家屋1戸が谷側に倒壊

地すべり全景

折立・西花苑地区

Google Earth視察ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟ

倒壊家屋

ブロック頭部では1
棟が完全に倒壊し、
隣接する2棟の基礎
部が崩壊し浮いた状
態にある

①

②

③

④ 倒壊寸前の住宅ブロック頭部の段差地形

立入禁止区域

ブロック頭部～中腹

写真撮影位置図

仙台市HPより
(仙台市宅地保全審議会 第6回 資料)
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まとめ

道路被害は盛土区間に集中しており、構造物背面
での沈下や側方変位が明確

→構造物本体の被害は少ない

堤防被害の主な原因は軟弱地盤と液状化

堤防上に主要幹線道が通る場合は要注意

→事前に地盤や盛土状況を把握し、対策工

の必要性を評価する

津波被害には二つのパターンが見られた

三陸海岸 →地形要因の影響が大きい圧倒

的な破壊力、過去最大の波高

石巻～名取 →波高は高くない(4ｍ以下)が広

範囲に被害

谷埋め盛土地すべりの特性

切盛り境で明瞭に区分される

対策工計画の難しさ →緑が丘3丁目

盛土内のどこで滑るか予想することが課題？

岩手宮城内陸地震に比べ、山地災害が少ない


